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全球5分グリッド標高データによる全球地形図作成

全球グリッド標高データからの図化は、 
その目的によっての地図投影法選択 

がポイントとなる。

それぞれの操作方法は、これまでに行なっているので、 
動画による操作説明は行わない。



http://atlas.cdx.jp/projection/catalog.htm

全球地図用投影法 
web等で詳細は必要に応じて調べること。



1. 全球5分グリッド標高、正方形図方による全球地形図

Etop5 
全球5分グリッド標高データ

step1 全球5分グリッド標高データをレイヤーに追加

この段階では、地理参照システムは 
『緯度経度系』となっている。



グリッドラインデータ
を生成する

地理参照システム『緯度経度系』 
で生成することとる。



step2 全球5分グリッド標高データとグリッド線

これまで学んだ通り、『緯度経度系』の度単位の位置情報からは、 
陰影図や傾斜などの地形解析ツールが正常に処理できない。

Plate Carree投影座標系（m単位）へ



緯度経度系（正方形座標）からPlate Carree投影座標系へ

step3 投影法の変換



step4 Plate Carree投影座標系マップの表示

空間参照システムの
コードを確認

陰影図生成 位置の表示が度単位から中心からの距離、m単位になっている



カラーや区間設定について保
存可能。スタイル読み込みを
使うと、設定を再利用可能

陸域用区分とカラー設定

海域用区分とカラー設定

step5 全球5分グリッド標高データにスタイル設定



陰影図生成

step6 陰影図（地形解析）を作成する

全球5分グリッド標高データの上に 
オーバーレイし、半透明化



グリッド線をオーバーレイ、スタイル調整

提出1
プロジェクトファイル 
『PlateCarree』で保存

step7 マップスタイルを調整して、完成



2. 投影法Robinsonによる全球地形図

全球5分グリッド標高データと『1.』で作成した 
陰影図ラスターデータを投影法変換して、 

地形図を作成する。



緯度経度系から投影座標系Robinsonへ



提出2

プロジェクトファイル 
『Robinson』で保存

スタイル読み込みを使う
と、設定を再利用可能



3. 特殊な投影法による全球地形図

全球5分グリッド標高データを投影法変換して、 
地形図を作成する。 

『2.』と同様な手法による。



提出3プロジェクトファイル 
『TowPoint』で保存



4. 等積投影法による全球地形図

全球5分グリッド標高データと『1.』で作成した 
陰影図ラスターデータを投影法変換して、 

地形図を作成する。

全球5分グリッド標高データの統計量を求める 
場合は、等積投影法を用いて解析する。



全球5分グリッド標高データの統計量
分布面接を利用するため等積投影法を利用する

等積投影法への変換は両極
付近は計算領域外となる

クリッピング



全球5分グリッド標高データ（緯度経度系） 
この投影法では範囲外になる部分を削除したデータを生成



クリッピングした全球5分グリッド標高データから、 
投影法変換を行う。



提出4
プロジェクトファイル 
『EqualArea』で保存



ヒストグラムを画像で保存

提出5

画像ファイル 
『ヒストグラム』で保存

ヒストグラムを表示させる。



5. 全球5分グリッド標高データから両極の地図作成

両極を含む高緯度(60度以上)を表示するためには、 
『ユニバーサル極心平射図方(UPS)』という 

特別な投影法を用いる。



step1. 高緯度(60度以上)をクリッピングする。 
step2. 上記のラスター範囲で10度間隔のグリッド線を作成する。 
　　　　この時『グリッドをポリゴンで出力』にチェック 
step3. 投影法変換を行う。 フィルターに『UPS』と

入力すると探しやすい



プロジェクトファイル 
『UPS_N』で保存 提出6

プログラムのバグで隙間
が生じるが無視。

step4. 地図のスタイル調整。



プロジェクトファイル 
『UPS_S』で保存 提出7

同様に南極についても作成。

プログラムのバグで隙間
が生じるが無視。



課題

火星5分グリッド標高データを使って、全球5
分グリッドと同様の解析を行う。 
    設定をプロジェクトファイルで保存、ラス
ターデータとともに提出。



火星5分標高は全球平均値を0mとしている。 
海域（海洋地殻）と陸域（大陸地殻相当）の境界は0mとはなっていない。 
上記はこれを-1000mとした例。各自この値を探してください。ヒストグラム
を使うと良いでしょう。


